
｢大地震に備える｣副読本の活用状況

１．配布数 95,600部 （平成27年３月10日現在）

２．配布先

１都３県の公立小学校 ：2,940校に５冊ずつ
サンプル送付し活用を提案
埼玉県：103校、千葉県：825校、東京都：1,153校、神奈川県：859校

平成26年夏に、2,940校から授業で活用いた
だける学校を毎日新聞と連携して 62校抽出し、
必要部数を提供

加えて、送付したサンプルや平成25年冬に
開催した「道路の防災・減災パネル展」を見て
個別問合せいただいていた学校にも必要部
数を提供（平成26年度末、５校。引き合いあり、今後追加予定）

３．小学生向け新聞での情報発信

毎日こども新聞：130万部（平成24年７月20日掲載）

毎日小学生新聞：９万部（平成27年３月30日掲載予定）
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４．授業での活用状況 （平成27年２月20日 神奈川県大井町立湘光中学校防災授業）
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５．災害時に公助が効率的に機能するための啓発への活用

（参考）関東地整のその他の取組：新聞広告での啓発 平成27年３月11日

読売新聞（東京版）130万部、毎日新聞（東京版）29万部

産経新聞（東京版）27万部、東京新聞 24万部

副読本 P17～18 「緊急輸送道路でのきまりごと」
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○陸上自衛隊東部方面隊とＮＥＸＣＯ東日本及びＮＥＸＣＯ中日本は、災害発生時における相互協
力について円滑な連携を図ることを目的に平成２４年６月に連携協定を締結。 

1 

陸上自衛隊とＮＥＸＣＯとの連携事例 

■協定の名称 「陸上自衛隊東部方面隊と東日本高速道路株式会社との連携に関する実施協定」 
「陸上自衛隊東部方面隊と中日本高速道路株式会社との連携に関する実施協定」 

■協定内容の概要 
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陸上自衛隊とＮＥＸＣＯとの連携事例 

○連携協定に基づき、陸上自衛隊施設学校（勝田駐屯地）とNEXCO東日本谷和原管理事務所は 
  「災害時等におけるＳＡ等の道路使用に関する確認書」を平成２７年６月に締結。 

■確認書の内容 

常磐自動車道谷和原管理事務所管内の休憩施設において、陸上自衛隊施設学校が行う訓練の 
実施及び災害時の道路使用に関して、予め使用の範囲、手続き等について定めるもの。 

【期待する効果】 
○使用手続きの簡素化により、訓練が軽易に実施でき災害対処能力の向上を図る 
○自衛隊とＮＥＸＣＯ東日本との連携が強化され、首都直下地震など災害発生時の実効性が向上 
○連携の強化により、災害発生時における災害派遣部隊の行動の迅速化を図る 

Ｈ24.7.9 常磐道守谷SAでの通信訓練状況 Ｈ25.7.17 常磐道美野里PAでの通信訓練状況 

装輪装甲車による通信の送受信 通信用アンテナの設置 

⇒防災拠点として整備した常磐道守谷ＳＡは、首都直下地震など首都圏で 
   の大規模災害時に東北等から増援される部隊の中継基地として活用。 
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